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本
紀
要
1
号
掲
載
の
拙
稿
の
訂
正
に
つ
い
て

西 

田 

正 

宏

昨
年
度
刊
行
さ
れ
た
『
大
阪
公
立
大
学
史
紀
要　

第
１
号
』
に
、
資
料
紹
介

と
い
う
こ
と
で
、
拙
稿
「
山
崎
文
庫
・
森
文
庫
の
魅
力
と
課
題　

―
大
阪
公
立

大
学
蔵
古
典
籍
の
資
料
性
―
」
を
寄
稿
し
た
が
、
そ
の
三
〇
（
六
二
）
頁
上
段

4
行
め
か
ら
15
行
め
に
、
誤
っ
た
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
を
左
の
よ
う
に
訂
正
す

る
。
ま
た
紹
介
し
た
資
料
に
は
、
既
に
高
橋
育
子
氏
に
よ
る
翻
刻
・
解
題
が
具

わ
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

こ
の
点
を
含
め
、
今
回
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
浅
田
徹
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

【
も
と
の
原
稿
】

例
え
ば
、「
諸
家
集
」
と
し
て
「911

／SHO

／
森
文
庫
」
と
し
て
整
理
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
三
冊
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
冊
（
上
・
下
）
は
江
戸
時
代
初

期
の
書
写
と
思
わ
れ
る
牡
丹
花
肖
柏
の
『
春
夢
草
』
で
あ
る
。
外
題
は
「
諸
家

集
」
と
な
っ
て
い
る
が
内
題
に
『
春
夢
草
』
と
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
目
録
で
は

「
諸
家
集
」
と
い
う
外
題
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
冊
は
そ
れ
ら
と
は
全

く
体
裁
も
異
な
る
も
の
で
、
か
な
り
新
し
い
表
紙
に
「
諸
家
集
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
一
冊
は
、
冒
頭
は
「
巻
第
十
一
恋
哥
一
」
と
あ
り
藤
原
実
方
の
題

不
知
の
歌
か
ら
始
ま
る
。
歌
の
並
び
と
奥
書
か
ら
、『
定
家
八
代
集
』
の
一
本

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
書
写
は
江
戸
初
期
の
零
本
で
あ
り
、
研
究
史
上
、

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
は
、
専
門
の
研
究
者
の
判
断
を
仰
ぐ
し
か

な
い
が
、そ
の
俎
上
に
載
せ
る
た
め
に
も
、「
諸
家
集
」
と
題
さ
れ
た
一
冊
が
『
定

家
八
代
集
』
の
一
本
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

【
訂
正
版
】

例
え
ば
、「
諸
歌
集
」
と
し
て
「911

／SHO

／
森
文
庫
」
と
し
て
整
理
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
三
冊
あ
る
。
そ
の
う
ち
上
・
下
二
冊
で
ま
と
ま
っ
て
い
る

も
の
は
、「
上
冊
」
は
江
戸
時
代
初
期
の
書
写
と
思
わ
れ
る
牡
丹
花
肖
柏
の
『
春

夢
草
』
で
あ
り
、「
下
冊
」
は
文
明
期
の
連
歌
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。「
下
冊
」

に
つ
い
て
は
、
高
橋
育
子
氏
に
よ
る
翻
刻
・
解
題
が
具
わ
っ
て
い
る
（「
宗
祇

出
座
百
韻
の
新
出
資
料
に
つ
い
て
（
上
）・（
下
）
―
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
蔵

「
諸
歌
集
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』104

・105

））。
も
う
一
冊
は
そ
れ
ら
と
は
全

く
体
裁
も
異
な
る
も
の
で
、
か
な
り
新
し
い
表
紙
に
「
諸
歌
集
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
一
冊
は
、
冒
頭
は
「
巻
第
十
一
恋
哥
一
」
と
あ
り
藤
原
実
方
の
題

不
知
の
歌
か
ら
始
ま
る
。
歌
の
並
び
と
奥
書
か
ら
、『
定
家
八
代
集
』
の
一
本

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
書
写
は
江
戸
初
期
の
零
本
で
あ
り
、
研
究
史
上
、

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
は
、
専
門
の
研
究
者
の
判
断
を
仰
ぐ
し
か

な
い
が
、そ
の
俎
上
に
載
せ
る
た
め
に
も
、「
諸
歌
集
」
と
題
さ
れ
た
一
冊
が
『
定

家
八
代
集
』
の
一
本
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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